
公  告
契約担当官

航空自衛隊第5航

会計隊長 越 智 靖

第 55 号
令和7年 6月 25日
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下記により入札を実施するので、「入札及び契約心得」を熟知の上、参加されたい。

記

1入札に付する事項
(1)件    名 プレハブの取得及び設置
(2)納 地(履 行場所)航空自衛隊新田原基地
(3)納 期(履 行期限)令和7年 11月 28日
(4)契 約 方 法 確定契約
2入 本L日 時   令和 7年 7月 10日 (木 )9時 00分
3入 札 方 式   一般競争入札
4入 本L場 所   航空自衛隊新田原基地司令部庁舎lF入札室
5参 加 資 格
(1)令和 7・ 8・ 9年度の資格審査結果通知書 (全省庁統一資格)「物品の販売」又は「役務の提供等」のA、 B、
C又はDの等級に格付けされ、九州・沖縄地域の競争参加資格を有する者。

(2)予算決算及び会計令第70条及び第71条の規定に該当しない者。

(3)防衛省 防衛装備庁長官又は航空幕僚長から「装備品等及び役務の調達に係る指名停止の要領」に基
づく指名停止の措置を受けている期間中の者でないこと。

W 
前号により現に指名停止を受けている者と資本関係又は人的関係のある者であって、当該者と同種の物

品の売買又は製造若しくは役務請負について防衛省と契約を行おうとする者でないこと。

(5)原則、現に指名停止を受けている者の下請負については認めないものとする。ただし真にやむを得ない
事由を防衛省 防衛装備庁長官が認めた場合には、この限りではない。

6入 本L方 法  落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の10パーセントに相当する額
を加算した金額をもって落札価格とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事

業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった金額の110分の100に相当する金額を
入札書に記載すること。

7保 証 金 入札保証金 :免除、契約保証金 :免除
8契約書等作成の必要の有無 有
9説 明 会 なし
10契約条項を示す場所  航空自衛隊新田原基地会計隊契約班及び新田原基地ホームページ
11適用する契約条項  航空自衛隊標準契約 (請書)条項の物品売買契約 (請書)条項、役務供給契約 (請

書)条項及び適用契約条項の関係条項による。

12その他

(1)第 5項の参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札は無効とする。

(2)入札保証金の納付を免除した場合において、落札者が契約を結ばないときは、入札書に記載された金額
に消費税及び地方消費税相当額を加算した金額の100分の5に相当する金額を徴収することとする。

(3)入札参加希望者は、下記連絡先まで一報の上、入札開始前までに資格審査結果通知書の写しを会計隊
契約班に提出すること。(FAX可とする。)

(4)入札に代理人が参加する場合は、委任状 (随意様式)を提出すること。
(5)郵便入札を可とする。その際は、入札日前日必着 (土 日祝日を除く。)とする。
(6)同等品確認申請については、 7月 7日 (月 )までに申請書類を提出されたい。
(7)本書記載事項の詳細については、会計隊契約班に照会のこと。

〒889-1492宮崎県児湯郡新富町大字新田19581

航空自衛隊新田原基地 第5航空団会計隊契約班  担当:緒方
TEL 0983-35-1121(内線 )5736 FAX 0983-35-1805(直通 )



市価調査書

契約担当官

航空自衛隊第5航空団

会計隊長 越智 靖彦 殿

令 和 7年 7月 7日

住所、会社名、代表者名

納 期 (履 行 期 限 ) 令和7年 11月 28日 納地 (履 行場所 ) 航空自衛隊新田原基地

規 格 単位 数量 単 価 金  額 備  考

プレハブの取得及び設置 仕様書のとおり 式 l

(内訳 )

)v,,;) 仕様書のとおり
物品費

棟 1

役務費
人件費
諸経費(直接物品費、業務管理費、一般管理
費)含む

式 1

以下余白

=入壮 (見積)金額
V

「

品 名 (件名)  |

|

______________________________上 ___



入 本L(糞 章 章 書

貴通知・公告に対し、入札及び契約心得・契約条項等承知の上、上記のとおり提出します。

契約担当官

航空自衛隊第5航空団

会計隊長 越智 靖彦 殿

令  和  7 年  7 月  10 日

住所、会社名、代表者名

納 期 (履 行 期 限 ) 令和7年 11月 28日 納地 (履 行場所 ) 航空自衛隊新田原基地

品 名 (件名 ) 規 格 単位 数量 単 価 金  額 備  考

プレハブの取得及び設置 仕様書のとおり 式 1

(内訳)

プレハブ 仕様書のとおり
物品費

棟 1

役務費
人件費
諸経費(直接物品費、業務管理費、一般管理
費)含む

式 1

以下余白

入札奪調奢1金額

V
I



委 任 状

令和7年 7月 10日

契約担当官

航空自衛隊第 5航空団

会計隊長 越智 靖彦 殿

(委任者 )

住  所

会 社 名

代 表 者

私は、下記の者を代理人と定め、下記件名の入札に関する一切の権限を委任します。

1 件名 プレハブの取得及び設置

2 納地 (履行場所 ) 航空自衛隊新田原基地

(代理人)

住  所

氏   名



航 空 自 衛 隊 仕 様 書

装備品等仕様書内容による分類

個 別 仕 様 書

仕様書の

種  類 性質による分類

仕 様 書 番 号5410-NL6265-01-601物品番号

新基 LPS― B54001
承 認 令和 5年  8月 29日

令和 5年 8月 23日作 成

改 正

第 5航空団 管理隊
作成部

隊等名

プレハプの取得及び設置

品

又

件

名

は

名

1

1.1 適用範囲
この仕様書は,航空自衛隊新田原基地におけるプレハブの取得及び設置 (以下 “役務"

という。)について規定する。
2 役務に関する要求
2.1 設計条件
プレハブは,公表されている一般的なプレハブ標準製品とする。
2.2 構成
調達要領指定書のとおり。
2.3 役務実施場所
調達要領指定書のとおり。
2.4 構造
調達要領指定書のとおり。
2.5 材料
役務実施に必要な資器材は,契約の相手方が準備するものとする。
3 品質保証
3.1 監督 口検査
a)監督・検査は,契約担当官の定める監督・検査事務処理要領により実施する。
b)契約の相手方は,本役務を実施するに当たり,建物建築工事をするための工事届出書
を関係機関に対し,事前に提出するものとする。
4 その他の指示
4.1 安全管理等
a)契約の相手方は,現場代理人及び現場作業者に対し,新田原基地部外者入門手続き等
に関する達,その他関連法令法規類及び安全に関する教育を実施するとともに,常に
安全に留意し,事故の防止に努めるものとする。
b)作業場への現場作業者の出入りの管理,風紀衛生の取り締まり及び火災,盗難,その
他の事故防止については,現場代理人を通じ契約の相手方の責任において管理するも
のとする。
c)作業場及びその周辺にある既設構造物及び物品に損傷を及ぼさないよう,十分な防護
措置を施すものとする。
d)本役務実施中,官側の管理する施設及び物品に損傷を与えた場合は,速やかに監督官
へ報告し,その指示のもと契約の相手方の負担において原状回復を行うものとする。

分類番号 :E-10-124
保存期間 :5年
保存期間満了時期 :2029.3.31

作成年度 :2023年 度
枚  数 :2枚
開示判断 :開示



プレハプの取得及び設置件    名
4.2 その
4.2.1 :立ち入り
基地内の立ち入りについては,新田原基地部外者入門手続き等に関する達に従い,定め
られた地域以外に立ち入ってはならないものとする。また,本役務実施中は関係部署以外
への立ち入りを原則として禁止する。
なお,やむを得ず関係部署以外へ立ち入りを必要とする場合は,監督官の指示を受けるも
のとする。
4.2.2 作業日程
a)作業日程は監督官と調整のうえ,作業日の 2週間前までに任意様式により提出する。
b)やむを得ず作業時間を変更する必要がある場合は,監督官に申し出て,その承認を受
■するものとする。
4.2.3 官側における支援
契約の相手方は,現地作業において支援を必要とする場合には,監督者へ事前に調整の

うえ,次の事項について無償で支援を受けることができる。ただし,後片付け及び盗難防
止処置については,契約の相手方の責任のもと行うものとし,官側は一切の責任を負わな
い。
a)役務実施場所への立入りに関する事項
b)搬入器材の保管に関する事項
c)水及び電気の使用
4.2.4 特記事項
a)契約の相手方は,本役務において知り得た内容に関して漏洩してはならない。
b)こ の仕様書及び図面に記載している寸法等については,標準寸法であるため,実際の
作業に際しては,必ず現地調査を実施し,採寸するものとする。
c)設置完了後, 6か月以内に製品の欠陥により不具合が生じた場合は,無償にて修理を
実施するものとする。
d)契約の相手方は,こ の仕様書に疑義が生じた場合,速やかに契約担当官と協議するも
のとする。



調 達 要 領 指 定 書

発 簡 番 号

調 達 要 求 番 号 B-30014

調達要求年月日 令和 7年  6月  5日

作 成 部 課 飛行教育航空隊

作 成 年 月 日 令和 7年  5月 29日

品名又は件名 プレハブの取得及び設置

仕 様 書 番 号 新基 LPS― B54001
指示事項 :

2.2 構成
2.2.1 プレハブ
プレハブは下記表又は同等以上のものとする。

2.3 役 所

航空自衛隊新田原基地 (別図第 1の とおり。)
2.4
2.4
a)

構造
1 プレハブ基本構造
3連棟型 (プレハブ 1棟の外寸全長 5600m× 幅 2400m× 高さ2700mmを基準)
鉄骨造平屋建てとする。
据え付けは,水平を確保すること。b)

c)出入 口は, 1か所 (引違戸)と し,別図第 2及び別図第 3の とおり。
なお,引違戸は網入 り型板 (t-6.8を基準)とする。
d)窓 は壁面 4か所を引違窓とし,別図第 2及び別図第 3の とおり。
なお,窓硝子は網入 り (6.8型板を基準)とする。
e)アル ミ庇は、1920m× 6000mmを基準とし、別図第 2及び別図第 3の とお り。
f)床 は、長尺塩ビシー ト (規格 t-2.0を基準)を設置するものとする。
2.4.2 基礎
a)基礎の敷設については,独立基礎 とし,別図第 4の とお り。
b)出入ロポーチは,2000皿×800mmを基準とし,別図第 2の とお り。
C)空調機室外機ポーチは,室外機に適 した寸法とし,別図第 2の とお り。
2.4.3 電源
プレハブの電源は,次によるほか,別図第 5を基準とする。
a)飛行教育航空隊庁舎西側の低圧配電盤から配線によリプレハブに接続する。
b)屋外配線は,樹脂製配管内に入れ,飛行教育航空隊庁舎西側壁面に固定するも
のとし,低圧配電盤から庁舎及び庁舎からプレハブの間は埋設 とする。
2.4.4 電気設備
電気設備は,次によるほか,別図第 6を基準とする。
a)屋 内照明設備は,一体型 LEDベ ースライ ト(HF32型 2灯相当)を基準とす
る。
b)プ レハブ内に分電盤を設けるものとし,単相 3線式,主幹 40A(漏電遮断器 )
単相 2線式 200Vを 2回路,単相 2線式 100Vを 2回路,設けるものとする。
c)照 明用スイッチは,出入口付近の壁面に 3口 を 1か所,コ ンセン トは,室内壁
面に 2口 を 6か所,室内壁面上部に 2か所 (空調機用),それぞれ設けるものと
し,細部取 り付け位置は,別図第 6を基準とする。

′ヨ巨三二」レ_

つ円ノ:等数量 単位規格製造会社
１

■ 棟ナガワ SH― H56型

文書管理者 :飛行教育航空隊隊本部装備班長 作成年月日 :2025.5.29 保存期間 :1年
保存期間満了日 :2027.3.31 枚数 :8枚 配布先 :な し

3連棟
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壁面に壁掛形空調機を 2台 (冷房能力 5.6KW相 当 2台)備えつけるものとし,
別図第 6の とおり。
換気扇は, φ100プ ロペラファンとし,別図第 6の とお り。
5 情報保全
基地へ入門する車両に ドライブレコーダーを搭載 している場合,入門前に ドライ
ブレコーダーの電源を切 り,機能の無効化措置を実施するものとする。
なお, ドライブレコーダー機能の無効化措置の履行状況については,監督官に確
認を受けるものとする。
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プレハブ平面図 (S=N/S)

アル ミ庇
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新田原基地
プレハブ詳細図
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プレハブ立面図 (S=N/S)

立面図 (北面 ) 立面図 (南面)
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新田原基地

独立基礎図面 (S=N/S)
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電気配線図 (S=N/S)

駐輪場
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屋外配線は飛行教育航空隊
庁舎の西側壁面に固定する。
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新田原基地

電気設計図

電気等配置図 (S=N/S)
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電 気 設 備
記  号 名 称 設置場所 記 号 名 称 設置場所

照明LED プレハブ天丼 e 照明スイッチ プレハブ壁面

E 分電盤 プレハブ室内 ⑪ コンセント プレハブ壁面

O 換気扇 プレハブ壁面 匪 ヨ 給気口 プレハブ壁面 ∞
・
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」
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